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2009人勧公
務
員
連
絡
会
は
６
月
２４
日
、
人
事
院
総
裁
と
交
渉
を
持
ち
、「
２
０
０
９
人
事
院
勧

告
に
関
わ
る
要
求
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
０
９
人
勧
期
の
た
た
か
い

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
後
、
全
国
統
一
行
動
、
中
央
行
動
、
全
組
合
員
に
よ
る
『
大
型

は
が
き
行
動
』
を
取
り
組
み
、
要
求
実
現
を
め
ざ
す
。

２４
日
、
公
務
員
連
絡
会
福

田
議
長
ほ
か
委
員
長
ク
ラ
ス

交
渉
委
員
は
、
谷
人
事
院
総

裁
に
対
し
、
�
月
例
給
与
水

準
の
維
持
と
一
時
金
支
給
月

数
の
確
保
、
�
非
常
勤
職
員

等
の
課
題
解
決
等
を
重
点
課

題
と
す
る
、「
２
０
０
９
人
事

院
勧
告
に
関
わ
る
要
求
書
」

を
提
出
し
た
。

公
務
員
給
与
を
め
ぐ
っ
て

は
、
夏
季
一
時
金
の
一
部
凍

結
勧
告
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
制
度
疲
労
し
た
人
勧
制

度
に
依
拠
し
た
賃
金
決
定
制

度
で
あ
る
が
た
め
に
、
政
治

的
圧
力
で
い
か
よ
う
に
も
公

務
員
人
件
費
の
削
減
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
予
断

を
許
さ
な
い
情
勢
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
慢
性
的
な
人

員
不
足
の
中
で
超
過
勤
務
の

縮
減
な
ど
、
勤
務
条
件
の
改

善
や
生
活
水
準
の
維
持
を
求

め
る
声
に
は
切
実
な
も
の
が

あ
る
。
公
務
員
連
絡
会
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

７
・
１４
第
１
次
、
７
・
２４
第

２
次
中
央
行
動
を
配
置
し
て

人
事
院
と
の
交
渉
を
強
め
て

い
く
。

人
事
院
勧
告
に
お
い
て

は
、
自
宅
所
有
者
の
住
居
手

当
廃
止
問
題
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
北
海
道
本
部
は
、

公
務
員
連
絡
会
が
提
起
す
る

人
事
院
総
裁
・
総
務
大
臣
宛

て
の
「
大
型
は
が
き
行
動
」

を
全
組
合
員
で
取
り
組
む
。

送
ろ
う
！
「
大
型
は
が
き
」

人
事
院
総
裁
、
総
務
大
臣

宛
大
型
は
が
き
行
動
は
、
全

組
合
員
と
、
そ
の
家
族
（
組

合
員
１
人
５
筆
を
目
標
に
７

月
末
ま
で
取
り
組
む
。

◇
記
入
方
法
�
大
型
は
が
き

に
名
前
と
住
所
を
記
入
し
ま

す
。（
１
枚
、
１０
人
連
記
）

◇
集
約
方
法
�
各
単
組
で
集

約
し
、
人
事
院
・
総
務
省
に

に
直
送
。（
７
月
２４
日
の
、
第

２
次
中
央
行
動
前
の
到
着
め

ざ
そ
う
）

単組・組合員専用ページのユーザー名とパス

ワードが７月１日から下記に変更します。

ユーザー名 hokkaido

パスワード jichi2009

ところで！道本部ホームページにアクセスした

ことありますか？

本部情報、道本部情報が盛りだくさん。

人勧情報、過去の機関紙も見ることができます。

ぜひ、下記にアクセスを！

７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日パパパパパパパパパパパパパパススススススススススススススワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドド変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更！！！！！！！！！！！！！！
月
例
給
・
一
時
金
の
水
準
維
持
・
住
宅
手
当
廃
止
反
対

取
り
組
も
う
『
大
型
は
が
き
』

ホームページ「自治労北海道」

小
泉
・
竹
中
路
線
の
構
造
改
革
。
聞

こ
え
は
良
か
っ
た
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
が
す
っ
か
り
や
ぶ
れ
た
、「
骨
太
方

針
」
実
は
ス
カ
ス
カ
の
も
ろ
い
骨
だ
っ

た
。も
っ
と
も
ら
し
い
顔
で
語
る
竹
中
。

あ
の
人
の
講
義
を
聴
く
学
生
は
、反
面

教
師
と
し
て
の
授
業
と
し
て
ほ
し
い
。

労
安
講
座
「
心
の
病
減
ら
す
に
は
普

段
の
教
育
研
修
が
大
事
」
と
久
村
講
師

が
力
説
。
そ
れ
は
日
常
的
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
研
修
と
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す

る
自
律
訓
練
法
の
学
習
と
意
識
。「
ス
ト

レ
ス
」
乗
り
越
え
、
心
の
ダ
ム
広
げ
よ

う
。
７
月
は
「
安
全
衛
生
月
間
」
だ
。

７
～
８
月「
省
エ
ネ
月
間
」

で
き
る
こ
と
か
ら

エ
コ
ラ
イ
フ

７
月
、
８
月
は
「
省
エ
ネ

月
間
」。自
治
労
が
重
点
課
題

と
し
て
い
る
「
涼
装
（
エ
コ

ス
タ
イ
ル
）」を
労
使
で
確
認

し
て
取
り
組
み
、
連
合
「
エ

コ
ラ
イ
フ
２１
」
を
ふ
ま
え

た
、
自
治
労
が
め
ざ
す
「
環

境
に
や
さ
し
い
生
活
ス
タ
イ

ル
」
を
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
も
う
。

道
本
部
は
資
源
の
有
効
活

用
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

脱
原
発
社
会
を
め
ざ
し
「
省

エ
ネ
・
新
エ
ネ
」
の
積
極
的

な
運
動
の
推
進
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

運
動
を
職
場
、
家
庭
・
地
域

か
ら
日
常
的
な
生
活
の
な
か

で
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、

夏
場
の
７
～
８
月
、
冬
場
の

１２
～
１
月
に
「
省
エ

ネ

月

間
」
を
設
定
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

昨
年
重
点
課
題
と
し
た

「
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
ク
利
用
」

の
推
進
、「
適
正
室
温
温
度

（
夏
期
は
２８
℃
）」の
推
進
を

継
続
し
て
取
り
組
む
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
開
始
！

ま
た
、
今
年
度
か
ら
職
場

で
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」

を
推
進
し
て
い
く
。
分
別
回

収
と
再
資
源
化
で
Ｃ
Ｏ
２

の

発
生
抑
制
を
図
り
、
キ
ャ
ッ

プ
の
売
却
益
で
世
界
中
の
子

ど
も
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
を

届
け
る
取
り
組
み
。
さ
ら

に
、
可
能
な
限
り
、
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
範
囲
を
家
庭
も
含

め
た
範
囲
に
拡
大
し
て
い

く
。

紙
幅
の
都
合
上
、
非
正
規
労
働

者
の
生
活
の
困
難
や
政
策
課
題
等

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず

り
、代
わ
り
に
、こ
の
問
題
を
調
査

し
て
い
る
中
で
感
じ
て
い
る
、
組

合
関
係
者
と
率
直
に
考
え
た
い
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
す
な
わ
ち

そ
れ
は
、総
じ
て
、も
は
や
補
助
的

業
務
と
は
い
え
な
い
基
幹
業
務
に

従
事
し
、
働
き
方
も
短
時
間
労
働

と
は
い
え
な
い
、
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
賃
金
面
で
は
説
明
困
難
な
格

差
が
放
置
さ
れ
、
昇
給
等
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
有
期
雇

用
ゆ
え
に
不
安
を
抱
え
て
働
く
非

正
規
の
少
な
く
な
い
部
分
が
、そ

の
不
満
や
怨
嗟
を
、優
遇
さ
れ
て

い
る（
よ
う
に
彼
ら
に
は
見
え
る
）

正
規
・
労
働
組
合
に
向
け
て
い
る

と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
正
規
は
正

規
で
、
業
務
過
多
の
し
ん
ど
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
に
は

労
使
間
の
問
題
を
正
規
と
非
正
規

の
「
労
労
対
立
」
に
す
り
替
え
る

つ
も
り
も
全
く
な
い
。
と
は
い

え
、
正
規
の
一
時
金
が
非
正
規
の

年
収
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
ほ

ど
の
圧
倒
的
格
差
に
何
ら
の
違
和

感
を
も
つ
こ
と
も
な
く
、
非
正
規

も
自
ら
の
労
働
条
件
を
主
体
的
に

勝
ち
取
る
よ
う
言
い
放
つ
と
き
、

雇
用
不
安
と
ゆ
と
り
な
き
生
活
に

追
わ
れ
て
働
く
彼
ら
に
対
す
る
想

像
の
欠
落
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
労
労
対

立
」
を
あ
お
る
つ
も
り
は
な
い
。

た
だ
、
非
正
規
が
か
く
も
不
条
理

な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と

に
、
正
規
・
労
働
組
合
が
ど
こ
ま

で
本
気
で
怒
っ
て
い
る
の
か
、
問

わ
れ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

非
正
規
問
題
を
考
え
る

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
・
准
教
授

川
村

雅
則

朔 風

『大型はがき』行動
７月いっぱい取り組みます

人勧期の主な要求
�１ 公務員労働者の月例給与は引き下げ勧告を行

わないこと。

�２ 一時金の支給月数は、公務員労働者の生活維

持が可能な水準とすること。

�３ 地域別官民比較により、俸給表を改悪しない

こと。

�４ 自宅所有者の住居手当を廃止しないこと。

�５ 臨時・非常勤職員等の処遇改善を実現すること。

�６ 公務員連絡会の要求に基づいて十分交渉・協

議し、合意に基づいて勧告・報告すること。

エコキャップ運動７
月
は
安
全
衛
生
月
間

JICHIRO スケジュール
２００９年７月

２日�木 全道自治研集会北海道実行委員会（札幌市）

３日�金 自治労野球全道優勝大会事前会議・開会式

（札幌市）

４日�土 自治労野球全道優勝大会（～６日、登別市）

臨時・非常勤連絡会第１６回総会・第２５回交流集会

（札幌市）

６日�月 道消防協青年・女性研修会（札幌市）

７日�火 第２０回執行委員会（札幌市）

１１日�土 学校栄養士連絡会議学習会（札幌市）

集集集集集集集集集集集集集集集集ええええええええええええ火火火火火火火火火火火火火火火火のののののののののののの国国国国国国国国国国国国国国国国、、、、、、、、、、、、、、、、語語語語語語語語語語語語語語語語れれれれれれれれれれれれ未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来をををををををををををを
自治労第８１回定期大会

8月25日�火～28日�金
熊本市・グランメッセ熊本

道本部ホームページ
『世界の子どもたちに

ワクチンを送ろう』
ホームページで見てみよう！

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
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労
働
安
全
衛
生
講
座

労労
働働
組組
合合
だだ
かか
らら
でで
きき
るる
ここ
とと

６
月
１３
日
、
自
治
労
会
館

で
労
働
安
全
衛
生
の
経
験
交

流
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

を
重
点
に
し
た
道
本
部
労
働

安
全
衛
生
講
座
を
開
き
３３
単

組
・
総
支
部
６１
人
が
参
加
し

た
。経

験
交
流
で
は
、
西
東
京

市
職
労
の
後
藤
委
員
長
が
、

市
町
村
合
併
（
２
０
０
１
年

田
無
・
保
谷
両
市
）
を
契
機

と
し
た
労
働
安
全
衛
生
活
動

と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
、「
両
市
の
職
場
風
土

や
組
織
の
気
質
な
ど
の
違
い

か
ら
、
職
員
の
戸
惑
い
は
大

き
か
っ
た
」
と
述
べ
、「
労
働

安
全
衛
生
の
取
り
組
み
を
重

点
課
題
と
し
て
、
生
命
と
健

康
を
守
り
、
労
働
組
合
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
、
労
働
組
合

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

が
、
労
働
安
全
衛
生
の
課
題

に
多
い
」
と
講
演
し
た
。

う
つ
に
よ
る
長
期
休
養
者

を
中
心
と
し
た
「
職
場
復
帰

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
で
は
、

札
幌
心
身
医
療
研
究
所
の
久

村
正
也
所
長
（
医
学
博
士
）

が
、「

近
の
研
究
で
、
睡
眠

を
改
善
す
る
と
う
つ
病
が
良

く
な
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ

て
き
た
」
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
職
場
復
帰
の
進
め
方

は
、「
発
症
し
休
職
の
判
断
と

同
時
進
行
で
考
え
、
事
業
主

の
責
務
と
し
て
、
職
場
復
帰

の
た
め
の
支
援
プ
ラ
ン
は
具

体
的
に
作
成
し
、
再
発
防
止

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
」
と

述
べ
、
そ
の
た
め
に
も
主
治

医
と
人
事
担
当
者
な
ど
の
情

報
共
有
の
有
無
と
深
化
が
決

め
手
に
な
る
な
ど
長
期
休
養

者
の
職
場
復
帰
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
留
意
点
な
ど
を
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

各
単
組
の
実
践
交
流
と
し

て
、
苫
小
牧
市
職
・
函
館
市

職
労
・
帯
広
市
労
連
か
ら
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
事
故
と
そ
の

後
の
経
過
、
組
合
と
し
て
の

労
働
安
全
衛
生
活
動
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

連
合
北
海
道
雇
用
均
等
法
集
会

ア
メ
リ
カ
の
女
性
と
政
治
�

政
治
ス
タ
イ
ル
の
男
女
差

６
月
１３
日
連
合
北
海
道

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
集

会
」
が
札
幌
市
内
で
開
か

れ
、
自
治
労
５７
人
含
む
約
２

０
０
人
が
参
加
し
た
。

連
合
北
海
道
女
性
委
員
会

松
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
北
翔
大
学
相
内
眞
子

副
学
長
が
「
女
性
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
～
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
と
ア
メ

リ
カ
政
治
～
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
政
治
へ
の
積
極
的

な
運
動
と
参
加
を
訴
え
た
。

相
内
副
学
長
は
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
女
性
と
政
治
の

関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
、
女

性
が
政
治
に
関
わ
る
こ
と
を

阻
む
要
因
と
し
て
性
別
役
割

規
範
、
伝
統
主
義
等
の
政
治

文
化
、
議
会
の
専
門
度
、
議

会
と
自
宅
の
物
理
的
距
離
を

あ
げ
た
。

ま
た
、
有
権
者
と
政
治
家

の
間
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
（
性
別
に
よ
る
差
異
）

が
あ
り
、
女
性
有
権
者
が
女

性
政
治
家
と
意
見
が
一
致
す

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合

自
分
の
一
票
が
活
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
、
有
効
性
感
覚

が
高
い
と
説
明
し
た
。
さ
ら

に
、
政
治
ス
タ
イ
ル
の
違
い

に
つ
い
て
、
男
性
は
「
分

裂
・
対
立
、
権
力
」
と
い
っ

た
ス
タ
イ
ル
を
取
る
の
に
対

し
、
女

性

は
「
統

合
、
公

僕
」
と
い
っ
た
「
つ
な
が
り

の
政
治
」
ス
タ
イ
ル
だ
と
話

し
た
。

今
回
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
に
お
い
て
、

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
は
、
自
分
は
強
い
、

自
分
に
は
経
験
が
あ
る

と
い
う
「
強
さ
」
を
全

面
に
押
し
出
し
た
た

が
、「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
強

調
し
な
か
っ
た
こ
と

や
、
夫
で
あ
る
ビ
ル
・

ク
リ
ン
ト
ン
と
セ
ッ
ト
で
あ

る
か
の
よ
う
に
し
た
こ
と
、

な
ど
の
戦
略
が
敗
因
と
な
っ

た
と
述
べ
た
。

後
に
、
オ

バ
マ
政
権
は
、
重
要
な
ポ
ス

ト
に
女
性
を
配
置
し
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

札幌心身医療研究所・久村所長。「心の病減らすには普段
の教育研修が大事」だと話した＝６月１３日、自治労会館

女性の社会参画はだいじ

自信を持って運動しよう
２００９女性部長
女性担当者会議

６
月
２０
～
２１
日
、
自
治
労

会
館
で
女
性
部
長
・
女
性
担

当
者
会
議
を
開
き
、
９３
単
組

総
支
部
１
４
５
人
が
参
加
し

た
。講

演
は
、
公
務
員
制
度
改

革
の
動
き
に
つ
い
て
櫛
部
賃

金
労
働
部
長
が
話
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
難
し
か
っ
た

が
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

内
容
。
単
組
で
も
学
習
し
知

ら
せ
る
」
と
、
今
後
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
０９
前
半
期
の
総
括
と
後

半
期
の
取
り
組
み
提
起
の
あ

と
、
各
地
本
・
単
組
か
ら
、

工
夫
を
凝
ら
し
実
践
し
て
い

る
学
習
会
や
交
流
集
会
、

日
々
の
取
り
組
み
な
ど
２０
本

の
発
言
が
あ
っ
た
。

２
日
目
は
分
散
会
の
あ

と
、
上
島
女
性
部
長
が
「
女

性
が
社
会
に
参
画
し
て
い
く

こ
と
は
、
健
全
な
社
会
の
形

成
、
維
持
に
不
可
欠
な
こ

と
。
役
員
は
そ
の
環
境
を
整

備
し
て
い
く
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
運
動

し
て
ほ
し
い
」
と
ま
と
め
終

了
し
た
。

２０人の参加者が日々の取り組みを報告した＝６月２０日、
自治労会館

北翔大学・相内副学長

０９
都
市
連
夏
期
交
流
集
会

政
権
交
代
と
人
勧
に
む
け
全
力
で

６
月
１８
日
、１９
日
の
両
日
、

滝
川
市
で
都
市
連
夏
期
交
流

集
会
を
開
き
３７
単
組
・
１
５

０
人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
元
参
議
院
議

員
の
平
野
貞
夫
さ
ん
が
「
直

近
の
政
治
情
勢
と
政
権
交
代

に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
政

権
交
代
の
必
要
性
と
鳩
山
代

表
が
掲
げ
る
「
友
愛
」
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て
歴
史
を
踏

ま
え
て
講
演
し
た
。
平
野
さ

ん
は

近
の
自
民
党
の
状
況

に
触
れ
「
麻
生
内
閣
の
支
持

率
低
下
と
ア
メ
リ
カ
の
日
本

離
れ
の
中
で
存
在
意
義
を
失

い
つ
つ
あ
り
、
党
内
は
液
状

化
し
て
い
る
」
と
述
べ
、「
一

部
議
員
は
存
在
意
義
を
失
っ

た
党
に
も
う
一
度
結
集
軸
を

打
ち
た
て
よ
う
と
、
防
衛
的

先
制
攻
撃
論
や
核
武
装
、
憲

法
改
正
、
北
朝
鮮
情
勢
な
ど

を
利
用
し
て
再
軍
備
を
主
張

し
、
危
険
な
状
況
だ
。
こ
れ

を
許
さ
な
い
た
め
に
総
選
挙

は
単
な
る
政
権
交
代
で
は
ダ

メ
。
質
が
問
わ
れ
て
い
る
。

完
全
な
政
権
交
代
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
強
調
し

た
。道

本
部
か
ら
は
、
０９
人
事

院
勧
告
と
組
織
拡
大
の
提
起

を
お
こ
な
い
、
単
組
代
表

者
・
現
業
・
病
院
・
保
育
・

青
年
の
分
科
会
で
単
組
状
況

の
報
告
・
情
報
交
換
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
。

単
組
代
表
者
分
科
会
で

は
、
５
月
の
臨
時
勧
告
に
よ

る
夏
期
一
時
金
凍
結
問
題

で
、
厳
し
い
中
で
一
定
の
成

果
を
獲
得
し
た
こ
と
を
確

認
。
ま
た
、
住
居
手
当
の
課

題
で
全
単
組
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
の
重
要
性
と
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

組
織
拡
大
で
は
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
各
単
組
の
努
力

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

集
会
の

後
に
、
藤
盛
代

表
は
、
厳
し
い
内
容
が
想
定

さ
れ
る
人
事
院
勧
告
に
向
け

た
取
り
組
み
と
、
政
権
交
代

を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で

闘
お
う
と
集
約
し
た
。

医
療
の
崩
壊
や
社
会
保
障
制
度
の
綻
び

な
ど
、
小
泉
改
革
の
間
違
い
が
噴
出
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
自
公
政
権
は
、
選
挙
も

せ
ず
に
、
安
部
、
福
田
、
麻
生
と
、
政
権

の
た
ら
い
回
し
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

本
来
、
麻
生
政
権
は
、
政
権
樹
立
後
、

即
、
解
散
す
る
こ
と
が
、
そ
の
使
命
で
し

た
が
、
今
や
政
権
維
持
が
唯
一
の
目
的
で

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
愚
行
も
末
期
的

症
状
を
迎
え
て
い
ま
す
。

党
内
か
ら
「
麻
生
お
ろ
し
」
の
声
が
上

が
り
ま
す
が
、
選
挙
な
し
に
ま
た
も
や
総

理
の
首
を
挿
げ
替
え
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

支
持
率
回
復
の
た
め
、
政
治
経
験
の
浅

い
知
事
を
担
ぎ
出
そ
う
と
恥
も

外
聞
も
な
い
画
策
を
し
た
の
で

す
が
、
逆
に
足
元
を
見
透
か
さ
れ
、
総
裁

候
補
の
椅
子
を
要
求
さ
れ
る
て
い
た
ら
く

で
す
。
こ
ん
な
政
党
に
、
こ
れ
以
上
政
権

を
任
せ
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

麻
生
政
権
は
末
期
的
症
状

単なる政権交代ではなく「質」が問われていると話す元
参議院議員の平野貞夫さん＝６月１８日、滝川市

４
月
か
ら
専
従

に
な
り
環
境
の
変

化
に
当
惑
し
な
が

ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
１
カ
月
が
過

ぎ
た
。
振
り
返
れ

ば
１
日
は
長
く
１

カ
月
は
早
か
っ

た
。
団
体
生
命
の
７
月
発
効

申
し
込
み
の
書
類
が
ど
ん
ど

ん
届
き
山
の
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
。
そ
の
受
付
作
業
や
本

部
へ
の
送
付
に
忙
殺
さ
れ
な

が
ら
研
修
な
ど
を
重
ね
、
自

分
の
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か

が
見
え
て
き
た
。
こ
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
自
治
労
共
済
の

意
義
な
ど
を
実
感
し
て
い

る
。
学
ぶ
側
か
ら
伝
え
る
側

に
な
り
緊
張
の
毎
日
だ
。
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
い
、

知
ら
な
い
と
組
合
員
の
損
失

で
は
な
い
か
と
思
え
て
き

た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
の

私
。
し
か
し
、
任
期
期
間
中

加
入
拡
大
に
向
け
が
ん
ば
ろ

う
と
思
う
。
地
本
か
ら
単
組

へ
、
さ
ら
に
直
接
組
合
員
の

み
な
さ
ん
に
話
し
か
け
を
し

て
、
自
治
労
共
済
の
良
さ
を

伝
え
て
行
き
た
い
。「
５
～
１０

人
集
ま
れ
ば
行
き
ま
す
。
呼

ん
で
く
だ
さ
～
い
」。

ま
た
、
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
る
局
長
は
じ
め
書
記
さ

ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
地
本
や
単

組
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
だ
。
（
長
谷

陽
子
）

１
９
７
５
号
コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
は
、

札
幌
市
労
・
渋
谷
直
子
さ
ん
、
新
篠
津
村
職
・

今
田
武
彦
さ
ん
が
当
選
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
帰

国
」
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
大
樹
町
職
労

連
・
村
尾
英
治
さ
ん
が
当
選
。

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp

おーさかさん
の

国会だより
�

話話余余中中忙忙

逢坂誠二

チケット
プレゼント
当 選 者

第１９７８号 ���（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円
組合員の購読料は組合費の中に含まれています）自 治 労 北 海 道（昭和２８年１２月１２日

第３種郵便物認可）２００９年７月１日


